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fJ
れ
も
を
¥

だ
っ

た
社
会
福
祉
ま
つ
り

五
月
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
新
装
な
っ
た
西
条
小

学
校
体
育
館
で
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
、

心
の
交
流
と
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
第
五

回
社
会
福
祉
ま
つ
り
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

-
身
体
障
害
者
・
母
子
家
庭
の
方
々
な
ど
約
五
百
名

が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、

テ
レ
ビ
等
で
な
じ
み
の
深
い
芸
能
人

を
招
き
、
漫
談
・
漫
才
・
浪
曲
、
ま
た
、
地
元
有
志

に
よ
る
舞
踊
・
歌
謡
曲
・
奇
術
が
次
々
と
被
露
さ
れ

午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
婦
人
会
・
愛

育
会
の
皆
さ
ん
の
手
c

つ
く
り
で
、

心
の
乙
も
っ
た
接
待
が
さ
れ
ま
し
た
。 お
で
ん
、
麦
茶
の

北新しい農業委員が決まりました… 2P 
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去
る
四
月
二
十
一
・
二
十
二

・
二
十

三
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
早
朝
よ
り
、

全
地
区
宮
入
貝
の
特
別
生
息
調
査
を
実

施
し
た
と
乙
ろ
、
西
条
一
区
、
西
条
二

区
、
西
条
新
田
地
内
で
生
息
さ
れ
て
い

る
乙
と
が
確
認
さ
れ
た
。

早
速
各
地
区
の
衛
生
委
員
、
県
職
員
、

町
職
員
が
火
炎
放
射
機
、
殺
貝
剤
な
ど

を
使
用
し
て
殺
貝
作
並
雰
告
施
じ
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

(
敬
称
略
)

わ

。
は
会
長

O
は
副
会
長

マ
昭
和
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ

る
当
選
者
(
届
出
順
に
よ
る
)

氏

名

住

所

0
1
飯

野

威

河

東

中

島

2
畑

野

秦

六

押

越

3
野

中

武

紙

漉

阿

原

4
今

沢

佳

幸

飯

喰

5
秋
山
高
儀
清
水
新
居

6
輿

石

修

築

地

新

居

-つ

年
齢

五
十
四

四
十
六

四
十
七

五
十
五
十
五

四
十
七

よし報広

河

西

西
条
新
田

西
条
一
区

西
条
二
区

上

河

東

マ
議
会
推
薦
委
員

氏

名

住

所

1
小
宮
山
鮮
西
条
二
区

2
長
沢
文
雄
河
東
中
島

3
磯

部

団

築

地

新

居

マ
農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員

氏

名

住

所

1
井

口

等

西

条

二
区

1 マ
小農
池氏業
徳名共
次済
組
紙合
漉住推
阿所薦
原委

貝

四
十
七

五
十
五
十
五
十
六

五
十
三

年
齢

六
十
一

五
十
三

五
十
六

年
齢

七
十
三

年
齢

五
十
六

地
方
病
の
六
十
年
完
全
撲
滅
を

目
指
し
殺
貝
作
業
を
実
施

以
前
に
は
、
地
方
病
の
有
病
地
と
し

て
県
下
で
も
有
名
で
患
者
も
多
数
に
及

ん
で
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
地
方
病
溝

渠
の
改
良
事
業
や
住
民
の
協
力
に
よ
り

新
生
患
者
は
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

地
方
病
の
感
染
源
で
あ
る
セ
ル
カ
リ

ア
は
、
宮
入
貝
に
宿
り
、
特
に
荒
地
や

湿
地
帯
な
ど
に
生
息
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
の
み
な
さ
ん
も
宮
入
貝

を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
役
場
保

健
課
へ
御
連
絡
下
さ
い
。

昭和町中央公民館2階図書室

火炎放射機を使用して殺貝作業

五
十
七
年
五
月
か
ら
建
設
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
た
昭
和
町
商
工
会
館
が
総

工
費
五
千
五
百
万
円
余
り
を
か
け
完
成

し
た
。四
月
二
十
一
日
に
は
落
成
式
が
午
前

十
時
か
ら
同
会
館
前
駐
車
場
で
深
川
市

郎
商
工
会
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
八

十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

会
館
は
、
町
立
押
原
小
学
校
南
側
へ

建
設
、
敷
地
面
積
五
二
四
、
二
平
方
メ

ー
ト
ル
、
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
三
三

O

、
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

一
階
に
は
事

務
室
、
記
帳
指
導
室
、
相
談
室
、
資
料

室
、
二
階
に
は
講
習
会
室
、
婦
人
青
年

部
研
修
室
な
ど
を
備
え
て
い
て
、
会
員

相
互
の
研
修
、
地
域
に
お
け
る
商
工
業

任
期
満
了
に
伴
う
、
昭
和
町
農
業
委

O
7
清
水
忠
造

員
会
委
員
選
挙
は
、
五
月
八
日
に
告
示
。

8
塩
田
光
昭

さ
れ
、
同
日
次
の
十
一
名
が
無
投
票
当

9
中
沢
慶
雄

選

と

な

り

ま

し

た

。

な

お

、

議

会

か

ら

叩

深

沢

淳

推
薦
さ
れ
た
学
識
経
験
者
三
名
、
農
業
日
金
丸
英

一

協
同
組
合
及
び
農
業
共
済
組
合
か
ら
推

薦
さ
れ
た
理
事
各

一
人
も
そ
れ
ぞ
れ
決

ま
り
ま
し
た
。

者
の
育
成
指
導
の
場
と
し
て
今
後
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

完成した昭和町商工会館
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1.一般会計
歳入

款

町 税

地方譲与税

税自動交車付取金得

地方交付税

特交通別安交全付対策金

分担金及負担金

使用料及手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

計

予算現額

1.093，827，000 

20.500.000 

18.000.000 

199.581.000 

1，000，000 

54.641.000 

23.618.000 

389，698，000 

83，968，000 

32.262.000 

114.000 

279，875，000 

136，911，000 

30.650.000 

436，200，000 

2，800，845，00。

2.老人保健特別会計
歳入

款 予 算現額

支払基金交付金 120，613，000 

国庫支出金 31，701，000 

県 支 出金 7，875，000 

繰 入 金 12，383，000 

繰 越 金 3，287，000 

諸 収 入 54.000 

計 175，913，000 

広報しようわ

財政事情の公表
地方自治法第243条の3、ならびに財政事情の作成および公表に関する条例の規定

に基づき、昭和59年 3月末現在における本町の財政事情を下記のとおり公表します。

(単位:円.%) 歳出 (単位:円.%) 

3月末現在
比率 款 予算現額

3月末現在
比率

収入済額 支出済額

1.090.733.454 99.7 議 メ~、 費 45，075，000 44，864，719 99.5 

11.890.000 58.0 *~入、 務 費 435，787，000 198，605，733 45.6 

10，034，000 55.7 民 生 費 167，132，000 149，283，594 89.3 I 

199.581.000 100.0 衛 生 費 89，274，000 85，980，208 96.3 I 

776，000 77.6 農林水産業費 100，027，000 80，240，985 80.2 

51.557.200 94.4 商 工 費 15，558，000 5，091，856 32.7 

23，735，110 100.5 土 木 費 476，1 05，000 248，618，827 52.2 

40，995，916 10.5 j首 防 費 83，780，000 79.786.675 95.2 

33.921.955 40.4 教 育 費 1，166，669，000 971.682.1 08 83.3 

32，144，893 99.6 災 害復旧費 1.000 

53，430 46.9 公 債 費 184.377.000 183，680，322 99.6 

268，000，00a 95.8 諸 支 出金 34.607.000 10.000.000 28.9 

136.912.651 100.0 予 備 費 2，453，000 

31.551.004 102.9 

180，000，000 41.3 

2.111.886.613 75.4 言十 2，800，845，000 2.057.835.027 73.5 

(単位:円.%)歳出 (単位:円.%)

3月末現在
比率 款 予算現額

3月末現在
比率

収入済額 支出済額

111，855，845 92.7 総 務 費 301.000 276.044 91.7 

27，615，000 87.1 医 療諸費 172，360，000 152，503，385 88.5 

6.872.000 87.3 諸 支 出金 3.152.000 2.940.076 93.3 

8，263，000 66.7 予 備 費 100.000 

3，384，858 103.0 

157，990，703 89.8 計 175，913，000 155，719，505 88.5 
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3.国民健康保険特別会計

歳入 (単位:円，労) 歳出 (単位:円，%) 

款 予算現額
3月末現在

比率 款 予算現額
3月末現在

比率
収入済額 支出済額

国民健康保険税 124，578，000 114，126，575 91.6 、r山入、 務 費 9，719，000 9.567.857 98.4 

分担金及び負担金 400.000 280.000 70.0 保険給付費 233，970，000 183，971，517 78.6 

使用料及び手数料 42，000 37.850 90.1 老人保健拠出金 56，875，000 52，127，178 91.7 

国庫支出金 169，795，000 122，706，336 72.3 保健施設費 1.637.000 156.447 9.6 

県支出金 787，000 基金積立金 2.300.000 

繰 入 金 2.000 公 債 費 1.000 

繰 越 金 14，694，000 14，693，097 100.0 諸支出金 152.000 62.710 41.3 

諸 収 入 5，169，000 5.499.674 106.4 予 備 費 10，813，000 

計 315，467，000 257.343.532 81.6 5十 315，467，000 245，885，709 77.9 

4.渇水対策事業特別会計
歳入 (単位:円， %) 歳出 (単位:円， %) 

款 予算現額
3月末現在

比率
収入済額

繰 越 金 226，000 226，711 100.3 . 
諸 収 入 6，600，000 6，600，421 100.0 

計 6，826，000 6，827，132 100.0 

(単位:円)(S. 59.3.31現在)

区 分 金 客員 備 考

土 木 374，329，395 都市計画事業、道路整備事業

教 育 1，248，194，143 共義務同教調育理施場)設整備、 (校舎、 フ。ーノレ

公営住宅 194，183，675 

衛 生 83，603，270 地方病溝渠改良事業
/ 

厚生・福祉 70，182，362 公民館建設、町民体育館建設

庁 ~コb 105，216，771 

j背 防 38，810，000 防災無線整備、消防施設整備

特 例 7，997，865 減収補てん

財政対策 7，980，000 

計 2，130，497，481 

3 0 0， 0 0 0， 0 0 0円

S. 59. 3. 31現在

人口9，789人 2，862世帯

1. 直接徴収分(町民税、固定資産税、軽自動車税、特別土
地保有税)

1人当たり 予算額 97，750.円収入額 97，050円

1世帯当たり 予算額 334，338円収入額 331，945円

2. 間接徴収分(町たばこ消費税、電気税、ガス税、国有
資産等所在町村交付金及び納付金)

款 予算現額
3月末現在

比率
支出済額

渇水対策費 6，626，000 1.070.624 16.2 

予 備 費 200，000 

計 6.826.000 1，070，624 15.7 

1人当たり 予算額 13，990円収入額 14，394円

3. 国民健康保険税負担状況被保険者4，014人1，385世帯
被保険者

l人当たり 予算額 31，036円収入額 28，432円
1世帯当たり予算額 89，948円収入額 82，402円

土地

建物

有価証券

出資による権利

136.820 d 

22.893 d 

農業信用基金出資金

118 千円

国保診療報酬支払基金預託金

( 5，771千円
1，670 '1 

1.295 11 

1.400 11 小口資金融資預託金

山梨信用保証協会出資金

山梨県果樹経営安定基金協会出資金

積立金

山梨県家畜畜産物衛生指導協会出資金

山梨県農業後継者育成基金協会

基金

200 11 

10 11 

50 11 

120 11 

1，026 11 

一般財政調整基金

校舎建設基金

142，267千円

退職手当積立基金

土地開発基金

国保財政調整基金

敷金積立基金

渇水対策基金

都市計画基金

国民年金基金

計

現金

769 11 

11.868 11 

25，816 11 

28，108 11 

5，087 11 

18，645 11 

97，404 11 

2，507 11 

332，471千円

土地 1，843d 



水
路
晋の
5主
防
でτ
ノノ

わ

最
近
、
水
路
の
上
を
物
置
が
わ
り

に
し
て
、
農
業
用
資
材
や
ワ
ラ
な
ど
色

々
な
物
を
置
い
て
あ
る
の
が
数
多
く
見

う
け
ら
れ
ま
す
が
、
乙
の
水
路
は
皆
さ

ん
が
使
う
所
で
、
個
人
の
物
置
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
水
位
が
上
が
り
、

草
が
伸
び
、
乙
れ
に
。コ
ミ
が
つ
か
え
る

と
、
土
手
が
崩
れ
た
り
、
道
路
の
端
の

土
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
状
態
が
発
生
し

ま
す
。
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乙
れ
ら
を
修
復
す
る
の
に
莫
大
な
お

金
が
か
か
り
ま
す
。
思
い
当
た
る
方
は

す
ぐ
に
片
付
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
川
端
の
草
花
除
草
剤
を
ま
く

農
家
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
薬
を
ま

く
と
根
ま
で
枯
れ
で
し
ま
い
、
土
砂
が

崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
草
は
、

手
ま
め
に
刈
り
取
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

道
路
や
水
路
は
皆
の
所
有
物
で
す
、

お
互
い
に
気
を
配
っ
て
き
れ
い
に
使
い

ま
少
し
ょ
v

つ。

昭
和
町
区
長
会
役
員
決
定(
敬
称
略
)

区
長

会

長
武
井
章
(
上
河
東
)

区
長
ム
語
会
民
五
味
義
章
(
西
条
二
区
)

区
長
会
製
音
訳
有
賀
保
(
押
越
)

社
会
教
育
委
員
・
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
・
文
化
財
審
議
会
委
員
に

委
嘱
状
を
交
付
四
月
一
日
付
(
敬
称
略
)

(
昭
和
町
社
会
教
育
委
員
)

。
は
議
長

O
は
副
議
長

有
賀
弘
(
押
原
小
学
校
長
)

渡
辺
孝
(
西
条
小
学
校
長
)

小
宮
山
篤
(
押
原
中
学
校
長
)

小
宮
山
伴
(
文
化
協
会
長
〉

武
田
か
ほ
る
(
婦
人
会
長
)

中
込
孝
一
(
学
識
経
験
者
)

樋

口

時

雄

(

H

)

笹

本

照

男

(

H

)

清

水

英

夫

(

庁

)

O
清

水

裕

(

庁

)

雨

宮

勝

(

H

)

清

水

博

文

(

F

)

松

木

邦

明

(

H

)

今

沢

停

(

H

)

清

水

行

虞

(

H

)

O
保

坂

篤

(

H

)

薬

袋

英

明

(

H

)

(
昭
和
町
中
央
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
)

。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

有
賀
弘
(
押
原
小
学
校
長
)

小
宮
山
篤
(
押
原
中
学
校
長
)

O
小
宮
山
伴
(
文
化
協
会
長
)

武
田
か
ほ
る
(
婦
人
会
長
)

O
高
野
久
枝
(
愛
育
会
々
長
)

河
西
幾
太
郎
(
儲
飢
付
あ
ブ
連
)

(
一
坪
図
童
信
長
代
き

ヘ
社
会
教
育
委
員
の
会
議
J

f

議
長

k

武

井

章

(

区

長

会

長

)

(
昭
和
町
文
化
財
審
議
会
委
員
)

。
は
会
長

O
は
副
会
長

高
野
虞
林
(
学
識
経
験
者
)

O
深

津

完

興

(

H

)

柳

津

八

十

一

(

)

荻

野

栄

(

)

O
山

口

国

光

(

)

I司

野

幸

震
篤

〆〆〆〆

山
梨
県
民
会
議
表
彰

長
期
間
健
全
育
成
指
導
者
と
し
て
尽
力

泉昌夫氏

(紙漉阿原)

泉
さ
ん
は
、
日
頃
青
少
年
の
健
全
育

成
に
対
す
る
関
心
が
深
く
、
地
域
の
指

導
者
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
り
情
熱
を

傾
注
さ
れ
特
に
忘
れ
が
ち
な
竹
ト
ン
ボ
、

タ
コ
c

つ
く
り
等
手
c

つ
く
り
工
作
の
指
導

普
及
に
尽
く
さ
れ
、
地
域
の
伝
統
的
昔

話
を
老
人
か
ら
子
供
達
に
伝
承
す
る
会

を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
に
対

す
る
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。ま
た
、
昭
和
町
子
供
ク
ラ
ブ
指
導
者

協
議
会
長
と
し
て
、
第
一
因
子
供
ま
つ

り
を
昨
年
小
学
校
々
庭
で
実
施
、
各
地

区
子
供
ク
ラ
ブ
の
特
色
を
発
表
す
る
行

事
と
し
て
大
い
に
成
果
を
あ
げ
、
そ
の

熱
意
と
努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

一"1

H 家
茎庭
長の
の H

学自 ιー
さ祭作
雇通文
づか
くら
り
(
最
優
秀
)

塚原澄子氏

(西条一区)

塚
原
さ
ん
は
、
小
学
生
二
人
の
母
親

で
も
あ
り
ま
す
が
、
御
主
人
の
自
営
業

を
助
け
な
が
ら
、
子
供
の
好
き
な
特
技

を
の
ば
す
た
め
、
親
子
で
学
ん
だ
り
、

走
っ
た
り
、
時
に
は
4
伽
離
れ
て
い
る

実
家
の
租
父
母
を
尋
ね
て
は
手
ず
つ
く
り

の
食
事
を
通
し
て
親
睦
を
は
か
り
、
家

族
と
は
、
祖
父
母
が
あ
っ
て
、
両
親
が

あ
り
、
そ
し
て
自
分
達
が
い
て
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
明
る
く
生
活

す
る
処
で
あ
る
乙
と
を
自
然
の
型
で
学

ば
せ
て
い
る
実
践
例
が
見
事
最
優
秀
に

輝
や
き
ま
し
た
。
な
お
、
去
る

5
月
お

日
に
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
て
行
わ

れ
た
県
民
会
議
総
会
に
お
い
て
、
自
ら

朗
読
発
表
し
ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
(
優
秀
)

高石貞美氏

(上河東二区)

高
石
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
絵
に
対

す
る
関
心
が
深
く
現
在
2
人
の
子
供
の

育
児
の
か
た
わ
ら
時
折
水
彩
画
を
楽
し

ま
れ
、
数
年
前
に
昭
和
町
常
永
団
地
に

居
住
し
て
か
ら
は
積
極
的
に
町
の
文
化

祭
や
教
棄
苔
員
会
の
絵
本
、
つ
く
り
に
参
加

し
趣
味
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

乙
の
度
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
の

一
般
の
部
に
応
募
し
た
と
乙
ろ
見
事
優

秀
作
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

乙
の
作
品
は
山
梨
県
民
会
議
発
行
、

機
関
紙
「
山
梨
青
少
年
第
日
号
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

地!
域
ふぐ
れる
あみ
いで
活
動

*
西
条
新
田
子
供
ク
ラ
ブ
*

最
近
は
、
地
域
居
住
者
の
ふ
れ
あ
い

が
簿
れ
が
ち
な
面
を
配
慮
し
て
、
小
・

中
学
生
と
P
・
T
-
A
の
懇
談
会
に
重

点
を
置
き
、
子
供
ク
ラ
ブ
行
事
に
は
努

め
て
親
子
で
参
加
し
親
し
み
を
深
め
て

い
る
。
特
に
婦
人
も
参
加
の
親
子
マ
ラ

ソ
ン
や
、
親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を
通

し
て
、
根
性
と
体
力
c

つ
く
り
、
交
通
事

故
防
止
等
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
品
利
用
の
手
ずつ
く
り
工
作

に
よ
る
体
験
学
習
、
物
の
尊
さ
、
手
ずつ

く
り
の
面
白
さ
、
協
力
に
よ
る
完
成
の

喜
び
等
を
体
得
さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で

関
心
の
高
揚
に
努
力
さ
れ
て
い
る
行
為

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

釜無川サイクリングロード
にて
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
上
河
東
二
区

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
河
西
に
栄
冠

第
五
団
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
(
主
催
昭
和
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
)
が
、
四
月
十
五
日
押
原

中
学
校
々
庭
で
各
地
区
か
ら
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
上

河
東
二
区
チ
l
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

わ-つよし報広
3位決定戦

門
西清
条水
新新(
回居不

戦
勝

ソフトボールの部
9 

議

た
。
ま
た
、
第
十
三
回
昭
和
町
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
(
主
催
昭
和

町
体
育
協
会
)
が
、
同
日
町
民
体
育
館

で
十
一
チ
!
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
河

西
チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

区
一西
一
居
一

二
一

一新一

果

東
一

一水
一

結

河

一河
一
清
一

の

上一

一
一

合

一勝
一位
一

試
勝
一
優
一
一

O
優
一
準
一

3
-

西
条
一
区
⑫
一

清
水
新
居
⑪
一

築
地
新
居
⑮
一

上

河

東
⑨

押

越

⑧

河

西

⑦

紙
漉
阿
原

@

飯

喰

⑤

上
河
璽

戻

②

一

河
東
中
島
③

西
条
二
区
②

西
条
新
田
①

O

占

u
開

圃

…
の

一同

一
し

関

…
↓

コ

…
ボ
E

東

一

一

河

一

レ

上

…
バ

戦

一

2

勝決

3位決定戦

行
築 押
地
新
居越

。試合の結果

優勝河西

準優勝河東中島

3 位押越

築
地
新
居
⑪

西
条

一
区
⑬

河
東
中
島
⑨

西
条
新
田
③

紙
漉
阿
原
⑦

上
用
璽

度
⑦

上

河

東

⑤

押

越

④

飯

喰

③

河

西

②

西
条
二
区
①

盆
栽
を
集
め
四
百
鉢
に
も
及
ぶ

悶
肝
凪
油
川
行
漬
さ
ん
と
「
さ
つ

-
E匙
き
」
と
の
出
合
い
は
、
今
か

ら
十
二
年
前
の
乙
と
で
、
ち
ょ
う
ど

娘
さ
ん
が
出
産
の
た
め
埼
玉
県
大
宮

市
に
行
っ
た
折
に

「さ
っ
き
」
の
即
売

会
で
四
、
五
鉢
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る

小
さ
な
も
の
を
購
入
し
、
二
鉢
ば
か
り

入
院
中
の
慰
め
に
と
、
見
舞
い
に
置
い

て
来
た
の
が
手
始
め
だ
そ
う
で
す
。

油
川
さ
ん
は
、
よ
く
人
か
ら
「
忙
し

い
の
に
盆
栽
な
ど
い
じ
っ
て
い
る
暇
が

あ
る
ね
」
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

乙
と
趣
味
に
関
し
て
は
、
忙
し
い
と
か

暇
と
か
は
関
係
が
な
く
、
暇
を
作
り
さ

え
す
れ
ば
よ
い
、
と
、
強
調
さ
れ
て
お

れ
I
t少
し
ゃ
九
。

現
在
は
、
集
め
た
盆
栽
が
約
四
百
鉢

河西対河東中島決勝戦

〉
発
達
に
は
順
序
や
方
向
、
個
体
差
が

徴
あ
り
ま
す
。

特
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
人
間
と
し
て
育

ゆ
て
ら
れ
て
は
じ
め
て
社
会
的
な
人
間
と

に
+
時
な
り
ま
す
。
狼
に
育
て
ら
れ
た
子
供
は

小
川
円
単
や
は
り
狼
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
こ

み
1
↑
発
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
明

以
↓
く
ら
か
で
す
。

υ同
社
会
的
人
間
と
は
、
社
会
の
成
員
と

恥

υ↑
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
行
動
様
式
、

}
『
+
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
る
乙
と
で
す
。

、L
・F
ト品
V
H

乙
れ
を
身
に
つ
け
る
過
程
が
、
人
間

パ
ノ
↑
が
人
聞
に
な
る
過
程
で
す
。
そ
し
て
、

ト
。
↑
そ
の
発
達
に
は
段
階
が
あ
り
ま
す
。
親

は
子
供
の
成
長
、
発
達
段
階
を
正
確
に

に
も
及
、び
、
主
に
「
さ
っ
き
」
で
す
が

最
近
は
「
ぼ
け
」
に
魅
力
を
感
じ
始
め

て
少
し
ば
か
り
集
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

盆
栽
づ
く
り
の
妙
味
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も

一
鉢
づ
っ
男
定
を
し
、
整
枝
を

し
、
草
を
と
り
、
花
が
ら
を
摘
み
、
葉

の
刈
り
込
み
を
し
、
毎
日
水
を
与
え
、

暫
し
眺
め
る
、
此
の
時
間
が
我
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
ほ
ど

一
番
楽
し
い
時
だ

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ば
か

り
優
雅
さ
を
味
わ
え
る

一
時
で
す
と
語

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
い
間
風
雪
に
耐
え
、
年
月

を
経
た
自
然
の
木
の
姿
に

一
歩
一
歩
近

づ
け
て
行
く
そ
の
過
程
が
永
け
れ
ば
永

い
程
、
楽
し
め
る
時
間
も
長
い
と
も
話

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

っ
か
む
乙
と
が
必
要
で
す
。

発
達
に
は
い
ろ
い
ろ
な
段
階
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
で
人
間
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り

ま
す
。
人
間
の
発
達
は
、
同
時
に
次
々

と
新
し
い
課
題
が
つ
け
加
わ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
発
達
は

す
で
に
あ
る
も
の
を
基
礎
に
し
て
し
か

起
乙
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
体
の
成
同
氏
、

発
達
を
考
え
て
み
て
も
明
ら
か
で
す
。

た
と
え
ば
、
首
が
す
わ
る
↓
寝
が
え

り
が
で
き
る
↓
お
す
わ
り
す
る
↓
ハ
イ

ハ
イ
す
る
↓
立
ち
す
る
↓
歩
く
、
と

い
う
よ
う
に
そ
の
発
達
に
は
順
序
や

油
川
さ
ん
は

「盆
栽
」
の
ほ
か
に
油

絵
、
川
柳
の
趣
味
を
も
っ
て
い
る
。

特
に
油
絵
は
七
、
八
年
前
に
友
人
に

誘
わ
れ
て
荻
野
栄
先
生
や
先
輩
の
皆
さ

ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組

ん
で
お
ら
抗
、
そ
の
作
品
を
何
点
か
拝

見
し
ま
し
た
が
相
当
な
腕
前
で
あ
る
。

現
在
町
の
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
行

政
の

一
員
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
乙
の
よ
う

な
趣
味
を
通
じ
て
仲
間
ずつ
く
り
を
広
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

盆栽の手入れに余念がない

方
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
体
差
、

個
人
差
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
歩
く
乙
と

の
で
き
る
前
に
必
ず
一
定
の
過
程
が
あ

り
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
、
人
間
は
必
ず
一
定
の

過
程
を
通
じ
て
、
身
体
的
に
も
、
精
神

的
に
も
、
社
会
的
に
も
成
熟
し
て
く
る

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
親
は
、
今
、
子

ど
も
が
ど
の
よ
う
な
発
達
段
階
に
あ
る

か
、
そ
し
て
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
配

慮
し
た
対
応
、
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
遠
い
将
来
を
考

え
た
対
応
と
今
す
べ
き
対
応
を
し
っ
か

り
み
き
わ
め
た
親
に
な
る
よ
う
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。



相日

わ

先
土
器
時
代
(
旧
石
器
時
代
)
気
候

の
温
暖
化
に
よ
り
日
本
列
島
が
で
き
あ

が
り
、
山
梨
の
自
然
環
境
も
ほ
ぼ
現
代

と
同
じ
よ
う
に
な
る
。
ル
、
山
梨
日
日

新
聞
社
発
行
の
郷
土
史
年
表
に
は
書
い

て
あ
る
。

土
器
を
持
た
な
い
打
製
石
器
の
文
化

が
盆
地
緑
地
辺
部
の
丘
陵
地
帯
や
山
岳

地
帯
の
平
担
地
に
営
ま
れ
る
。
乙
ん
な

時
代
に
は
釜
無
川
と
笛
吹
川
の
合
流
地

の
三
角
地
帯
(
デ
ル
タ
)
に
位
置
す
る

わ
が
昭
和
町
は
、
恐
ら
く
人
の
住
め
な

い
水
に
固
ま
れ
た
沼
や
湿
地
帯
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
人
は
盆
地
周
辺
の
丘
陵

に
住
み
、
雨
が
降
れ
ば
一
面
の
湖
と
化

し
、
晴
天
が
続
け
ば
葦
や
水
草
の
茂
る

水
溜
り
と
湿
原
と
な
る
。
そ
ん
な
様
子

を
盆
地
の
周
辺
か
ら
昭
和
の
あ
た
り
を

遠
く
眺
め
て
居
た
の
だ
っ
た
ろ
う
。

古
く
は
僧
空
海
、
角
倉
了
以
に
よ
っ

て
富
士
川
が
掘
削
さ
れ
次
第
に
盆
地
の

干
拓
が
実
現
し
た
の
は
史
実
に
詳
し
い
。

水
の
引
く
に
つ
れ
て
人
々
は
次
第
に
盆

地
に
下
り
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
う
し
た
経
路
か
ら
察
し
て
、
わ
が

郷
土
に
人
々
が
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
盆
地
で
も
い
ち
ば
ん
遅
か
っ

た
と
、
そ
の
地
勢
で
も
思
推
出
来
る
。

昭
和
町
に
文
化
財
や
遺
跡
が
殆
ん
ど

と
言
っ
て
い
い
程
少
な
い
の
も
そ
の
た
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筆

め
だ
と
言
え
る
。
前
記
の
郷
土
史
年
表

で
、
昭
和
の
「
西
篠
」
と
言
う
地
名
が

出
て
来
る
の
は
永
禄
六
年
(
一
五
六
三

年
)
釜
無
川
洪
水
の
被
害
地
名
と
し
て

で
あ
る
。
乙
の
時
既
に
竜
王
の
信
玄
堤

は
三
年
前
に
完
成
し
て
い
た
の
で
、
昭

和
な
ど
下
流
の
荒
地
に
人
々
が
住
み
開

拓
を
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
洪
水

の
記
録
が
年
表
に
出
て
来
る
の
も
乙
の

頃
か
ら
で
、
盆
地
が
湿
地
や
沼
だ
け
だ

っ
た
頃
は
い
く
ら
大
雨
で
水
が
溜
っ
て

も
、
人
に
も
家
に
も
被
害
は
な
か
っ
た

の
で
記
録
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
昭
和
三
十
四
年
の
七
号

及
び
十
五
号
(
伊
勢
湾
)
の
大
暴
風
に

至
る
県
下
の
洪
水
被
害
記
録
は
十
幾
回

と
な
く
誌
さ
れ
て
い
る
。
ー
山
梨
県
水

害
史
に
は
更
に
詳
し
く
史
実
と
な
っ
て

い
る
1
0

山
潰
え
水
は
逆
巻
き
て
う
ま
し
田
畑

を
押
し
流
し
、
う
つ
ろ
い
変
る
国
原
や

茂
る
民
草
色
あ
せ
ぬ
。
と
、
舞
鶴
城
に

そ
び
え
立
つ
恩
賜
林
記
念
塔
が
象
徴
す

る
よ
う
に
、
三
千
米
級
の
山
々
か
ら
押

し
ょ
せ
る
大
雨
は
甲
府
盆
地
を
絶
え
ず

洪
水
の
恐
怖
に
さ
ら
し
続
け
る
の
だ
。

信
玄
堤
が
出
来
て
か
ら
も
昭
和
の
地

は
幾
度
と
な
く
水
と
の
た
た
か
い
を
繰

り
返
し
、
!
災
害
に
痛
め
つ
け
ら
れ
し
て
、

決
し
て
人
々
の
生
活
は
豊
か
に
な
る
筈

は
な
か
っ
た
。
苦
心
し
て
拓
い
た
田
畑

が
一
夜
K
し
て
瓦
礁
の
河
原
と
な
る
な

か
で
、
人
々
は
営
々
と
し
て
田
畑
を
起

乙
し
、
米
を
求
め
て
住
み
つ
い
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
戦
場
に
お
け
る
一
進
一
退

の
攻
防
に
等
し
い
水
と
の
戦
い
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
|
。

治
山
治
水
と
い
う
言
葉
は
そ
の
後
の

河
川
の
流
路
が
次
第
に
人
々
に
よ
っ
て

規
制
さ
れ
、
築
堤
の
中
を
水
が
流
れ
、

水
門
と
水
路
が
整
備
さ
れ
て
は
じ
め
て

使
い
得
る
言
葉
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

昭
和
町
は
だ
か
ら
す
べ
て
の
部
落
名

が
、
水
を
治
め
、
水
と
戦
い
、
開
拓
開

田
の
住
民
達
の
此
の
土
地
へ
の
進
出
と

移
住
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

乙
う
し
た
見
地
か
ら
総
合
し
て
行
く

と
、
乙
の
甲
府
盆
地
の
デ
ル
タ
地
帯
l

分
け
て
も
田
富
、
昭
和
な
ど
へ
人
々
が

住
み
は
じ
め
て
未
だ
千
年
前
後
し
か
た

っ
て
居
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

古
墳
や
古
跡
や
文
化
財
な
ど
も
そ
れ
以

前
の
も
の
は
見
当
ら
な
い
し
、
い
ち
ば

ん
早
く
開
け
た
と
思
わ
れ
る
西
条
あ
た

り
に
も
源
義
清
の
隠
棲
の
あ
た
り
が
歴

史
の
起
点
で
し
か
な
い
。
そ
の
八
百
年

余
り
と
い
わ
れ
る
義
清
神
社
に
も
記
録

ら
し
い
記
録
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
と

と
は
歴
史
の
記
録
と
い
う
も
の
が
、
時

の
権
力
者
|
、
武
士
、
豪
族
等
を
中
心

に
残
さ
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
し
、
わ

が
郷
土
昭
和
の
地
を
拓
い
た
当
時
の
米

作
農
民
や
賎
民
は
、
そ
の
時
外
の
層
の

よ
う
な
存
在
だ
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
。

義
清
が
晩
年
現
在
の
神
社
の
地
を
、

終
の
栖
(
つ
い
の
す
み
か
)
と
定
め
た

の
は
西
条
一
帯
が
開
拓
が
す
す
み
、
人

々
の
定
住
が
堅
実
と
な
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
未
だ
新
し
い
居
住
民
に
よ
く
許

さ
れ
る
免
租
の
地
で
あ
っ
た
り
、
各
地

の
豪
族
の
手
の
及
、
は
な
い
処
女
地
で
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

以
下
義
清
に
つ
い
て
史
実
を
拾
っ
て
、

次
回
へ
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

天
喜
五
年
(
一

O
五
七
)
甲
斐
源
氏

の
祖
新
羅
三
郎
義
光
生
れ
る
。

現在の義清神社

承
保
二
年
(
一

O
七
五
)
四
月
十
六

日
義
光
の
子
義
清
生
れ
る
。
〈
小
笠
原

系
図
〉
天
永
元
年
(
一
一
一

O
)
六
月
九
日

源
義
清
の
子
清
光
生
ま
れ
る
。
〈
武
田

系
図
〉
大
治
二
年
(
一
二
一
七
)
十
月
二
十

日
源
義
光
没
。
〈
尊
卑
分
脈
、
武
田
系

図
〉大
治
三
年
(
一
一
二
八
)
八
月
十
五

日
清
光
の
子
武
田
信
義
生
ま
れ
る
。
八

武
田
系
図
〉

大
治
五
年
(
一
一
三

O
)
十
二
月
三

十
日
常
陸
の
国
武
田
郷
主
武
田
冠
者
義

清
の
子
清
光
濫
行
の
廉
に
よ
り
、
常
陸

の
国
司
に
告
発
さ
れ
、
次
い
で
父
義
清

と
と
も
に
甲
斐
の
国
K
配
流
〈
長
秋
記
〉

久
安
五
年
(
一
一
四
九
)
七
月
二
十

三
日
源
義
清
没
(
七
五
歳
)
〈
武
田
系

図
〉
|
一
説
久
安
元
年
没
八
大
聖
寺
過

去
帳
〉

以
上
昭
和
の
西
条
の
地
に
か
か
わ
っ

て
来
る
義
清
は
七
五
歳
で
没
す
る
ま
で

の
前
何
年
間
に
わ
た
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
住
居
跡
が
義
清
神
社
と

し
て
地
域
の
氏
神
と
し
て
把
ら
れ
、
現
・

在
に
至
っ
て
も
崇
敬
の
念
を
持
っ
て
、

故
人
の
氏
名
が
神
社
名
と
な
っ
て
い
る
。

乙
れ
は
、
義
清
の
人
徳
の
み
で
は
な

く
で
、
地
域
の
人
々
に
慕
わ
れ
る
よ
う

な
仁
と
徳
と
を
も
っ
て
此
の
地
を
治
め

た
。
隠
居
と
は
言
え
、
武
田
氏
の
一
族

と
し
て
の
栄
与
を
そ
な
え
た
人
だ
っ
た

か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

然
し
な
が
ら
そ
れ
を
実
証
す
る
記
実

は
な
い
。
神
社
の
北
面
に
実
在
す
る
通

称
「
オ
コ
ン
コ
ン
山
」
も
義
清
の
墓
地

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
多
く
の

謎
を
秘
め
た
偉
で
、
草
の
中
に
埋
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

次
回
は
そ
れ
等
を
め
ぐ
る
億
測
や
、

地
表
を
流
れ
る
洪
水
だ
け
で
な
く
、
盆

地
の
山
々
に
降
っ
た
雨
が
、
山
を
育
て

地
中
に
伏
流
水
と
な
っ
て
盆
地
の
地
下

に
埋
蔵
さ
れ
や
が
て
、
地
層
の
起
伏
に

乗
っ
て
湧
水
と
な
り
、
泉
と
な
り
し
て

昭
和
の
地
に
水
郷
の
呼
称
を
も
た
ら
す

な
ど
の
方
向
に
つ
い
て
筆
を
進
め
よ
う
。
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マ

場

所

マ
携
行
品

あしらせ

争雪

わ

児
童
手
当
の
現
況
届
を

l
l
お
忘
れ
な
く

l
l

-つ

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

で
、
六
月
分
以
降
も
継
続
し
て
受
給
す

る
人
は
、
例
年
の
通
り
現
況
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
更
新
手
続
き
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
が
、
乙
の
手
続
き
を
怠

た
る
と
六
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

マ

日

時

よし報広

六
月
十
三
日
制

午
前
九
時
三
十
分

1
午
前

十
一
時
三
十
分

午
後
一
時
三
十
分

1
午
後

三
時
三
十
分

中
央
公
民
館
講
堂
前

印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証

(
各
種
社
会
保
険
証
)

各
種
加
入
し
て
い
る
年
金

等
の
証
書
(
手
帳
)
等

※
詳
し
い
乙
と
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

-R電
話
は
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
*

電
話
は
会
社
の
顔
、
家
庭
の
顔
で
す
。

電
話

一
本
で
会
社
の
取
り
引
き
が
停
止

に
な
っ
た
り
、
信
用
を
な
く
し
た
り
し

ま
す
。電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
た
ら
い

回
し
す
る
乙
と
の
な
い
よ
う
に
取
り
継

ぎ
し
、
担
当
が
い
な
か
っ
た
ら
用
件
だ

け
は
聞
い
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
間
違
い
電
話
は
非
常
に
迷
惑

を
し
ま
す
。
か
け
た
方
も
料
金
が
か
か

る
の
で
必
ら
ず
メ
モ
を
見
な
が
ら
電
話

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

山
梨
県
共
同
募
金
会
赤
い
羽
根

バ
ッ
ヂ
図
案
懸
賞
募
集
要
綱

(
目
的
)

共
同
募
金
運
動
の
一
環
行
事
と
し
て

赤
い
羽
根
パ
ッ
ヂ
の
製
作
を
行
な
い
募

金
運
動
の
広
報
宣
伝
に
資
す
る
と
と
も

に
募
金
の
増
強
を
図
る
乙
と
を
目
的
と

し
て
パ
ッ
ヂ
の
図
案
を
広
く
県
民
(
県

内
居
住
者
に
限
る
)
か
ら
募
集
す
る
。

(
主
題
)

共
同
募
金
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤
い

羽
根
を
主
体
と
し
て
山
梨
県
を
象
徴
す

る
代
表
的
な
物
産
、
景
勝
等
を
取
り
入

れ
平
易
に
赤
い
羽
根
と
山
梨
県
を
表
現

化
し
た
図
案
と
す
る
。

(
募
集
の
方
法
)

マ
用
紙
官
製
は
が
き
一
枚
一
点
(
住

所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
等

を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。
)

マ
送
り
先
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六

ー
一
山
梨
県
厚
生
部
社

会
課
内
社
会
福
祉
法
人

山
梨
県
共
同
募
金
会

昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日

(
当
日
到
着
分
ま
で
有
効
)

昭
和
五
十
九
年
七
月
十
五
日

入
選

一
点
賞
金
三
万
円

賞

状

知

事

副

賞

N
H

K
 
住
作
一
点
賞
金
二
万
円

賞

状

会

長

副

賞

県

社

協

マ
締
切

マ
発
表

マ
賞

i首i
相
手た
凶κ

の
お
し

Ri 
寸ず s 

次
の
内
容
・
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

。
移
動
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
の
内
容

奇
行
政
相
談
県
や
園
、
市
町
村
の

し
ご
と

。
法
律
相
談
生
活
上
の
法
律
問
題

。
交
通
事
故
相
談
交
通
事
故
の
あ

と
処
理

。
結
婚
相
談
相
手
の
紹
介
、
見
A
q

成
立
ま
で
等

H

よ
ろ
ず
相
談
が
に
応
じ
ま
す
。

時
昭
和
五
十
九
年
六
月
十
三

日
(
水
)
午
前
十
時

1
午

後
三
時

田
富
町
総
合
会
館

。
日

。
場

所

※
な
お
、
巡
回
相
談
日
程
が
来
年
三

月
ま
で
組
ん
で
あ
り
ま
宇
が
、
詳

し
い
お
問
い
合
せ
は
、
山
梨
県
県

民
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
(
富
三
二
!

三
七
一
五
)• 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ
:
:
:

市
や
町
村
で
お
働
き
の
内
職
者
な
ど

家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
の
労
働
条
件
の

向
上
を
図
る
た
め
最
低
工
賃
の
設
定
、

危
険
有
害
業
務
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の

安
全
及
び
衛
生
の
確
保
、
特
定
の
有
害

業
務
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の
労
災
保
険

特
別
加
入
促
進
等
の
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

ま
た
家
内
労
働
手
帳
は
委
託
条
件
を

文
書
で
明
確
に
し
委
託
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぎ
、
皆
さ
ん
権
利
を
保
護
す
る

た
め
の
基
本
的
な
も
の
で
す
。
乙
の
機

会
K
家
内
労
働
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

方
は
委
託
者
よ
り
手
帳
の
交
付
を
v

つ
け

て
記
入
事
項
を
確
め
大
切
に
保
存
し
ま

ーしょ
v

つ。

仕
事
を
す
る
上
で
相
談
し
た
い
事
や

困
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

左
記
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

マ
山
梨
労
働
基
準
局
電

O
五
五
二
|
五

一
一ー
ー
四
八
五
六

マ
甲
府
労
働
基
準
監
督
署
曾

O
五
五
二

ー五一一一
l

三
五

O
一

マ
都
留
労
働
基
準
監
督
署
曾

O
五
五
四

四
ー
一一
一
|
一
二
九
五

マ
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署
曾

O
五
五
六

一
一ーー
二
l

二
二
八
一

マ
山
梨
労
働
基
準
監
督
署
蜜

O
五
五
三

二
ー
二
|
二
九
二
一

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

御
存
じ
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
擁
護

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
乙
れ
が
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と

も
に

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
方

々
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。

井

口

等

(

西

条

二

区

)

曾
七
五
l

二
O
五

O

何
才
、
(
河
東
中
島
)

電
七
五
l

二
O
四
八

良
夫
(
築
地
新
居
)

電
七
五
ー
コ
二
九
七

雨
宮

田
中

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

マ
主
催

中
巨
摩
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
・
甲
府
地
方
法
務
局

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
一

日
(
木
)
・
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

マ
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

マ
担
当
者
地
元
人
権
擁
護
委
員
・
甲
府

地
方
法
務
局
職
員

マ
日
時
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6月20日(水)
午後 1時--2時
中央公民館(受付は講堂でします)

昭和56年3月 1日~昭和56年5月31日までの
出生児、及び前回未受診児。

母子手帳、 3歳児健康診査票

食べものについての質問票

実施日

受付時間

場所

該当児

6月1日(金)
午前 10時20分--10時25分

場 所旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は麻袋などの強い袋l乙入れて、 ヒモでしっかり封

をして下さい。

時日

物ち持

6月26日(火)午後 1時--2時
中央公民館

昭和56年9月 1日~昭和57年3月31日までの
出生児。(1期)
I期 3回を完了して 1年から l年 6か月以内の
者、ただし、 5歳6か月までの幼児。 (II期)

昭和55年3月 1日~昭和 56年8月31日までの
出生児で未接種者。

母子手帳・問診票

時

所

児

日
場
該

6月2日(土)・ 16日(土)
午前9時--11時30分

場 所中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑をご持参ください。

また、一般健康相談は40歳以上の方を対象に行います。

時日

当

物ち持

6月28日(木)
午後 1時--2時
中央公民館(受付は講堂でします)

昭和 54年1月 1日~昭和54年4月30日までの
出生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 5歳児健診質問票

実施日

受付時間

場所

該当児

母子手帳

受付時間| 該当児 |場所

|昭和55年6月 1日|
IHW ':;~::~r~/: ~ ~ I中央

6月7日術|午後1時1--昭和56年5月311I rI ~ '~~~ :~~ V~I公民館
--2時旧までの出生児 l 

物

冷一一τ
蔵食
ま庫生
ずに活
く入の
なれ知
るる識

読と | 

冷
蔵
庫
は
万
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ナ
ナ
、
ナ

ス
、
さ
つ
ま
い
も
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
、
パ
ン
な
ど
は
、

冷
蔵
庫
に
入
れ
る
と
ま
ず

く
な
り
ま
す
。
と
く
に
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
、
低
温
で

は
分
離
し
や
す
く
、
雑
菌

が
増
え
た
り
し
ま
す
。
パ

ン
も
梅
雨
ど
き
以
外
は
入

れ
な
い
方
が
よ
い
で
す
。

物ち持

ち

回数

初回接種

( 1回目)
初回接種

( 2回目)

持

6月14日附

昨年、初回接種を

2回している者。
上記のいづ

れかの日

1年後の
追加接種

11 

持ち物母子手帳・問診票

※この予防接種は任意のものですので、接種につきまして

は保護者の希望により行し、ます。

〉
」
ず
/
ほ
/
p
ペ
'Y

俳
句

ン子歯
玉も科
と予
ば定
す地
母大
もき
飛看
ば板
すね
よぎ
、ノの

ヤ花
ボ

磯
部

。
シ
ャ
ボ
ン
玉
髪
花
束
の
間
虹
生
れ

。
葱
坊
主
農
家
に
き
び
し
き
ニ
ュ
ー
ス

聞
く

長
田
そ
の
子

。
種
取
り
の
五
本
直
立
葱
坊
主

。
葱
坊
主
つ
ん
つ
ん
伸
び
て
過
疎
の
村

小
沢
百
合
子

。
シ
ャ
ボ
ン
玉
消
え
ゆ
く
先
を
猫
よ
ぎ

シる
ヤ

ボ
ン

玉

J 11 
渡
'コ
河て
田隣
家
好へ
子

しん祖
ゃ玉母
ぼと
ん遊
玉ぶ
野児
をの
来手
るは
風丸
はく
ゃし
ゃや
強ぼ

く

輿
石
さ
急
代

。
拡
張
の
杭
打
ち
で
あ
り
葱
坊
主

。
葱
の
花
種
物
売
り
は
老
ば
か
り

内
藤
ふ
く
次

。
葱
坊
主
強
風
梢
の
み
に
吹
く

。
暫
バ
¥
は
吾
も
お
さ
な
児
し
ゃ
ぼ
ん
玉

松

岡

満

子 与

刷
出
『
T
E

，

-vお
め
で
と
う
・

四
月

日

(o  

敬日級協嗣d級協
称ま'一~'H.明一…嶋区

西

条

二

区

上
河
東
二
区

河

東

中

島

西

条

二

区

河
西

上
河
東
二
区

(主主出7
;林川沢村水泉氏

上河川西河
:河西河条 γ 条西地
二東東 一 二
区二二区区

名古田中小宮山渡今三野上
取田代津松本口漫村井津田氏
佐 喜
紀仁和 栄敬久信玉孝輝稔名
子志子誠子孝子一美男子男

万 大高敏牧弘 名
平昇介史樹子貴優

保
護
者
教
夫重力

静
雄勝

義
明孝

二
郎

区
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水無月(みなづき)

誕生石
誕生花
6月の花

真珠(健康・長寿)
ばら
チューリップ(名声が高い)

-つ
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よし報広

母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

ーノレ

3歳児健康診査(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

父の日

海外移住の

日

16 

17 

18 

不用犬猫収集目。日役場前)
口
u念
日
日

記
の
の

象
波
真

気
電
写

横浜開港

記念日2 

3 

19 4 

20 乳児健康相談日 (4・7か月児)
(中央公民館)5

 特設人権相談所開設

(中央公民館)
至夏21 乳児健康相談日(10・13か月児)

(中央公民館)6 

22 
オリンピツ
アー

沖縄患撞の日

日本脳炎予防接種(中央公民館)ア

23 8 

24 9 

25 10 

26 梅入11 

27 12 

5歳児健康診査(中央公民館)28 児童手当現況届

(中央公民館講堂前)13 

29 日本脳炎予防接種(中央公民館)14 

30 15 

区

収
集
日

4 
(月)

6 

(水)

7 

(木)

11 
(月)

14 
(木)

15 
(金)

18 
(月)

20 
(水)

21 
(木)

25 
(月)

28 
(木)

内可
燃
物

カ
ラ
ス
・
フ
ラ

ス
チ
ッ
力
頭

可
燃
物

金
属
類

可
燃
物

金
属
類

可
燃
物

〆ノ11 〆〆〆〆

口、，
谷

全

地

山
由
a
t
E

，
 

全

地

常押

永原

地

区

全

地

西

条

地

区

※
ゴ
ミ
は
必
ず
指
定
の
袋
・
荷
札

を
使
用
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

暑
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
悪

臭
等
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
、
水
切
を
十
分
に

L
て
か
ら

出
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

区

// 〆〆ノ〆〆/

区区

// 〆/


